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研究成果の概要： 
  性成熟過程にある女性の食生活は以後の母性を担う時期の女性のQOLに重要な影響を与える

という新しい着想から、悪影響を及ぼす可能性のある食生活習慣の因子を抽出することを目的と

して、18-20歳の女子学生を対象に食事習慣を含む基本的な生活習慣、体型認識やダイエット行

動の実態、婦人科愁訴をふくむ身体症状についてのアンケート調査を平成19年度に引き続いて行

った。また奈良女子大学の倫理委員会に諮り、承認を得た上でボランティア学生を募って3ヶ月

に及ぶ食事調査を実施し、合わせて基礎体温や婦人科愁訴などのデータも収集した。食事内容に

ついてはデジタルカメラで撮影した記録をもとに詳細な栄養分析を行い、朝食の欠食とともに生

殖機能に障害をもたらす可能性のある食習慣について調査した。その結果、女子学生の食生活上

の問題点として新たに、ファストフードやコンビニエンスストアで売られている加工食品を多用

するといった他の有害な食習慣を有していることが示された。ファストフードや加工食品の摂取

頻度の多いグループにおいても月経痛の程度が強いことが観察され、食習慣が将来の婦人科疾患

の誘因になる可能性を支持する結果が示された。一方、朝食欠食についても月経周期の異常すな

わち性機能に機能的に悪影響を及ぼす可能性が示されたが、さらにファストフードや加工食品の

多用者に比べ朝食を欠食している学生に体調不良を訴える者が多いことが明らかとなった。以上

の知見より一日の活動の最初の段階での飢餓状態を生じる朝食の欠食は女子学生のQOLに影響を

及ぼすもっとも重要な因子のひとつである可能性が示唆された。本研究にて得られた結果は性成

熟完成期女性に対してより効果的な教育プログラムの開発を進める上で意義ある知見といえる。 
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１．研究開始当初の背景 
 
  日本人の食生活は近年多様化しており、若
年層の女性においてもファストフード、イン
スタント食品、製薬会社以外のサプリメント
の摂取過多が問題となっている。これらに加
えて食事の摂取慣習についても食事回数の
増減、摂取時間帯の遅延、ダイエットによる
カロリー不足と栄養の偏りが、また食文化の
欧米化による乳製品や動物性脂肪、さらに糖
質過多摂取が指摘されており、将来の生活習
慣病(メタボリック症候群)発症の増大が心配
されている。近年、低出生体重児では成長期
に急激な発育が見られ正常児に追いつくも
のの、このような成熟過程を辿った場合は壮
年期以降になって生活習慣病発症リスクが
高くなっていることが知られるようになり、
生活習慣病の発症は胎児時期に既にプログ
ラミングされているという Barker らの説
（Godfrey and Barker, Fetal nutrition and adult 
disease, Am. J. Clin. Nutr. 2000）が広く受けい
れられるようになってきた。 
  一方で研究代表者である藤原はこれまで
９年間にわたって女子学生（18-20 歳）を対
象としたアンケート調査継続してきたが、そ
の成果として、思春期前後にダイエットなど
によって食生活習慣が乱れた経験のある学
生は、それ以後正常な食生活に戻った後に月
経困難症や月経前症候群などの症状が遅れ
て出現し、思春期以後の性成熟過程に婦人科
系疾患を発症する可能性があることをあら
たに見いだした。 
 これまで思春期の食生活の重要性につい
ては多くの報告がなされてきたが、思春期以
後さらに成熟しつつある女性（18-22 歳）に
は適切な医学的な分類用語が存在せず、食生
活において自立を始めつつある時期にもか
かわらず彼女達を対象とした将来の疾患に
対する予防的な食生活指導および指標は十
分でなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 このような背景に基づいて本研究代表者
である藤原は、胎児期でのプログラミングが
後の成長・成熟過程に強い影響を与える
Barkerらの説をもとに、胎児期を思春期およ
び思春期直後の性成熟完成期に置き換え、思
春期のみならず性成熟過程にある女性の食
生活は以後の母性を担う時期の女性の QOL
に重要な影響を与えるという新しい概念を
着想するに至った。この考えでは思春期以後
で 18-22 歳をこれまでのいわゆる思春期とは

別に女性の重要な性成熟完成期として位置
づけている。本研究はこの仮説を実証する目
的で、この時期の女性の実態を主に食生活面
と婦人科疾患およびメタボリック症候群と
の関連性から追加調査を行い、さらにラット
を用いて検証実験を計画することとした。 
 
３．研究の方法 
 
  女子大学の学生を対象に食生活習慣と婦
人科愁訴に関するアンケート調査を行い、思
春期以後で 18-22 歳の女性の実態調査をした。
調査の結果、性成熟過程に重要な影響を及ぼ
す可能性が考えられた食生活習慣の因子に
ついて、これをさらに確認するための食事慣
習の実態調査を奈良女子大学の倫理委員会
に諮り、承認のもとにボランティア学生を募
って本研究の分担者であり婦人科医師であ
る藤原の厳重な管理のもとに検討した。 
  一方で上記の実態調査と試験的指導法開
発の試みに並行して、食生活習慣で性成熟機
構に悪影響を与えることが疑われた因子に
ついては、本研究分担者である中田が思春期
ラットモデルを用いた動物実験を行い、危険
因子の検証と作用メカニズムに関しての情
報を得た。以上の実態調査や動物実験による
検証による結果を踏まえ、その成果として思
春期を経た 18-22 歳の女性に対する食習慣に
関しての効果的な教育プログラムを研究代
表者の藤原が提案することとした。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の結果、女子学生の食生活上の問題
点として新たに、ファストフードやコンビニ
エンスストアで売られている加工食品を多
用するといった他の有害な食習慣を有して
いることが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1 Relation between dietary habits and intensity of 
dysmenorrhea  
Subjects were classified into six groups: Group I, eating 
breakfast; Group II, skipping breakfast; Group III, not eating 
fast foods; Group IV, eating fast foods; Group V, not eating 
processed foods; and Group VI, eating processed foods.  
Dysmenorrhea scores were significantly higher in (a) Group 
II than Group I , (b) Group IV than Group III and (c) Group 
VI than Group V, respectively. 



ファストフードや加工食品の摂取頻度の多
いグループにおいても月経痛の程度が強い
ことが観察され、食習慣が将来の婦人科疾患
の誘因になる可能性を支持する結果が示さ
れた。一方、朝食欠食についても月経周期の
異常すなわち性機能に機能的に悪影響を及
ぼす可能性が示されたが、さらにファストフ
ードや加工食品の多用者に比べ朝食を欠食
している学生に体調不良を訴える者が多い
ことが明らかとなった。 
 またラット実験で性周期が確立して間も
ない 8週齢の Wistar系雌性ラットを、活
動期である暗期と非活動期である明期に給
餌する 2群に分類し、4週間 50％制限食で
飢餓状態を負荷した上でそれぞれの性周期
の変化を膣スメア法にて観察したところ、
50％制限食の負荷でいずれのラットも性
周期の乱れが観察された。さらに重要な知
見として、明期（非活動期）給餌群すなわ
ち活動期に飢餓状態におかれている群は、
暗期（活動期）給餌群に比べて正常性周期
への回復が遅い傾向が認められた。 
 以上の結果より一日の活動の最初の段階
での飢餓状態を生じる朝食の欠食は女子学
生のQOLに影響を及ぼすもっとも重要な因子
のひとつである可能性が示唆された。本研究
にて得られた結果は性成熟完成期女性に対
してより効果的な教育プログラムの開発を
進める上で意義ある知見といえる。 
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